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会員64,764名の
皆さんの力で社会貢献、
フォトカルチャー倶楽部。

（2014年10月現在）
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年賀状を送るだけ

写真年賀状コンテスト
作品募集中

全国のPCC会員が発信
わたしのおすすめ撮影スポット

みんなで新しい写真体験を！
12ヶ月に12回、12種類の撮り方体験

のだまゆ写真部 発足

世界でいちばん寄れるカメラ

オリンパス STYLUS 
TG-3 Toughプレゼント

ふとした日常に感じる大切な一瞬

こころの風景を撮る



1 ＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルター、三脚使用、撮影地、撮影日

みんなで新しい写真体験を ！
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆さまのご支援で、さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています

美しい自然を写そう。美しい地球を守ろう。写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう

会員の皆さんの写真で表紙を飾りませんか？
作品投稿お待ちしています。P１、P６〜７に掲
載する作品も同時募集。 （詳しくは→P48）

フォトカルチャー倶楽部の最新情報は
こちらで確認できます。

フォトカルチャー倶楽部
→http://www.npopcc.jp/
フォトカルチャー倶楽部
Facebookファンページ
→http://www.facebook.com/npopcc
メルマガも配信中！

表紙の写真：「ダイヤモンドダスト」
螺澤 英一さん（愛知県）

北海道美瑛町の雑木林の中から、ダイヤモンドダ
ストを撮影しました。絞りを開けてピントは背景
に合わせ、光に照らされた結晶を丸ボケで表現し
ています。帯状に伸びるダイヤモンドダストは

「サンピラー」とも言いますが、湿気や気温など
条件が揃わないと発生しないので、撮影するまで
苦労しました。

キヤノン EOS 5D MarkⅡ、24 〜 105mm F4、
F5.6、三脚使用、北海道、2012.1.20

「365日フォトコンテスト秋冬」より

上の写真：「始動」
冨尾 宝史さん（大阪府）

ペンタックスK-200D、シグマ 18-200mm、F4、
1/45秒、山梨県、2012.1.3

「365日フォトコンテスト秋冬」より

山登りが趣味で、妻や家族とよく出かけるのです
が、その度に撮影もしています。普段から人と景
色が上手くとけ込んだ瞬間を狙ってシャッターを
切っています。この写真は冬の富士山の日の出を
写したもの。妻と犬が富士山の方を向いた瞬間を
切り取りました。ホワイトバランスは曇りで、太
陽のオレンジ色を表現し、露出補正もマイナスに
かけて、空が白とびをしないようにしています。



田沼武能さんの写真集『時代を刻んだ貌（株式会社クレヴィス）』が12月に出版予定です。3 ＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、撮影モード、絞り、シャッタースピード、ISO感度、露出補正

キヤノン EOS 5D Mark II、EF 24-105mm f/4L IS USM、絞り優先、F10、1/125秒、ISO100、+0.3

[      ]
写真の力
PCC創立６周年

顧問写真家シリーズ
フォトカルチャー倶楽部（PCC）６周年を記念し、季節
ごとにPCC顧問に作品を紹介してもらう「顧問写真家
シリーズ」。田沼先生のこころの風景、武蔵野を雪と共
に幻想的に写しています。

フォトカルチャー倶楽部６周年おめでと
うございます。

写真というものは、１人で撮るよりみん
なで切磋琢磨した方が楽しく、また勉強に
もなります。仲間同士でいろんなことを言
いながら作品を作っていくのがいいと思い
ます。

私は武蔵野の風景や暮らしを半世紀撮り
続けていますが、撮影に出るたびに新しい
発見、感動があります。あまり遠くに行か
なくても、素晴らしい風景がそこかしこに
たくさん散在しています。ぜひ、近くの場
所で美しい被写体を求め、その感動を作品
にしてみてください。そしてもちろん、旅
の楽しみも味わってください。

「雪のむさしの」
PCC顧問　田沼武能

写真学校を卒業後、木村伊兵衛に師事する。新潮社
の嘱託として「芸術新潮」「新潮」の写真を担当、
芸術家や小説家のポートレートを撮影する。その間、
高度経済成長以前の東京や下町の子どもたちを重点
的に撮影し、経済的に苦しい状況の中で必死に生き
る人々の喜びと明るさを撮影してきた。その後、取
材地域を海外に広げ、世界120カ国以上で子どもた
ちを撮り続けている。1995年より日本写真家協会
会長。

フォトカルチャー倶楽部顧問
田沼武能 （たぬま たけよし）
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季節が冬に近づくと、ホッキョ
クグマたちがカナダ・ハドソン
湾の西岸に位置するチャーチル
に集まってくる。氷上で狩りを
する彼らは、いち早く氷結が始
まる場所を知っているのだ。ホ
ッキョクグマの生息域として南
限に近いハドソン湾で、解氷の
時期が早まるなど、地球温暖化
が差し迫った問題となっている。

表紙写真は「ナショナル ジオグラ
フィック日本版」 2014年11月号
http://www.nationalgeographic.jp

日経ナショナル ジオグラフィック社・PCC共催のフォトアカデミー、まだ間に合います→P.29

[      ]
写真の力

5 今号の「ソコシリ」ではISO感度を解説しています。詳しくは→P.8 4



PCC主催の「365日フォトコンテスト」は、応募総数が約10万点を超える全国最大規
模のフォトコンテスト。プロの写真家や専門家が全応募作品を審査しています。コン
テストの上位入賞作品は、本誌や『フォトコンライフ』(双葉社)で随時掲載します。
詳しくは→P.25

日本一のフォトコンテストは
365日チャンスがあります

「雪降る中を」
渡邉 都さん（栃木県）

主人と一緒に撮影の旅行に行ったときに写した1枚です。磐越西線という路線のSLを
撮りました。この日は雪が降っていたので、雪と列車が一緒に写るように撮影したの
を覚えています。時刻表を調べて、列車が走る1時間ほど前に撮影地と構図を決めて
いました。

「365日フォトコンテスト2012秋冬」より
ニコンＤ7000、18-20mm、三脚使用、福島県、2012.4.1

「365日フォトコンテスト2014春夏」の入賞作品を発表しています。詳しくは→P.367 ＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルター、三脚使用、撮影地

応募作の力
[  　　        ]

人生には、吹雪の中をばく進する機関車のように、激しくただ
前だけを見て突き進まなければならない時期があります。そう
して必死に生きてきた人だけに、穏やかに振り返るひと時が許
されるのかもしれません。そんな２枚のまったく異なった写真の
中から、共通する人生のエッセンスを引き出す繊細さ。このし
みじみとした温和なご夫婦にも、こんなハードな時代があった
のかもしれないと思うと、か烈なイメージのこの機関車の写真
にも、何かほのぼのとした冬の温もりを感じてしまいますね。

「365日フォトコンテスト2012秋冬」より

「ふたりでいる時間」

身近な人から学ぶ、冬！

北川隆司さん（岡山県）

岡山県玉野市の海岸線は、私がよく撮影に出かける場所です。普段は
パラグライダーが飛んでいるのですが、このときはたまたまご夫婦が
いらっしゃったので、お話をして撮影させてもらいました。海が広が
っているのでその広がりも背景に入れています。絞り値は大きくし、
後ろに見える島までピントを合わせています。

キャノン Eos 5D mark Ⅲ、28-300mm、F11、1/320秒、
岡山県、2013.2.19

ふたりで振り返る人生の旅路
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9

ニコン Df、 AF28-200mm
f/3.5-5.6D IF、42mm、F8、
6秒（1/20秒）、絞り優先
ISO100（12800）

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

２
】

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
の
数
値
は
、
高
く
す

る
に
つ
れ
て
画
質
が
悪
く
な
る
と
い

う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

画
質
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
数

値
を
低
め
に
し
て
撮
影
す
る
の
が
い

い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
そ
の
場
合
は
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
り

手
ブ
レ
や
被
写
体
ブ
レ
が
起
こ
り
や

す
く
な
る
の
で
、
三
脚
を
使
う
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
三
脚
に
取
り

つ
け
て
撮
影
す
れ
ば
、
手
ブ
レ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

画
質
に
こ
だ
わ
ら
な
い
場
合
や
三

脚
が
使
え
な
い
場
合
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感

度
を
高
め
て
撮
影
し
ま
す
。
例
え
ば
、

暗
い
室
内
や
夜
の
野
外
で
の
撮
影
。

結
婚
式
の
ケ
ー
キ
の
入
刀
な
ど
は
、

絶
対
に
外
せ
な
い
カ
ッ
ト
で
す
ね
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
高
く
す
れ
ば
速
い
シ

ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
設
定
で
き
、

決
定
的
瞬
間
を
ブ
レ
な
く
撮
影
で
き

ま
す
。

大
切
な
の
は
自
分
の
眼
を
「
カ
メ

ラ
の
眼
」
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

場
の
光
の
状
況
を
見
極
め
、
適
切
な

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
設
定
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

３
】

「
カ
メ
ラ
の
眼
」で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
使
い
分
け
る

手ブレを防ぐのは三脚。では光を幻想的に写してくれるのは？→P.14

ISO感度を高くすればセンサー
に負荷がかかり、熱を発生させ
てしまいます。その結果ノイズ
が発生し、画質の悪い写真とな
ってしまします。作例の写真で
はISO感度を12800に設定した
ため、粒状の点々が見えるざら
ざらした写真になってしまいま
した。

岡野先生と撮影しながら
学べる講座は→P.29

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
高
く
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
暗

い
場
所
で
も
適
正
な
明
る
さ
の
写
真

を
撮
れ
る
こ
と
。
光
に
対
し
て
敏
感

に
な
れ
ば
、
少
な
い
光
で
も
多
く
取

り
込
ん
で
は
っ
き
り
写
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ

ー
ド
を
速
く
し
て
手
ブ
レ
や
被
写
体

ブ
レ
を
防
げ
る
こ
と
で
す
。
暗
い
場

所
で
は
光
の
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
設
定

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場

合
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
い
て
い
る
間

に
手
や
カ
メ
ラ
が
動
い
て
し
ま
い
、

ブ
レ
が
発
生
し
ま
す
。
数
値
を
高
く

す
れ
ば
光
に
敏
感
に
な
り
、
光
に
敏

感
に
な
れ
ば
少
な
い
光
で
も
十
分
な

の
で
、
速
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

で
ブ
レ
を
防
げ
る
の
で
す
。

一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
セ
ン
サ
ー
に
負
荷
が
か
か

り
、
画
像
が
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
。
負
荷
が
か
か
る
と
セ
ン
サ
ー
は

熱
を
持
ち
、
画
質
が
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、「
ノ
イ
ズ
」

が
発
生
し
、
粗
い
画
像
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

ISO12800、1/125秒

ニコン Df、AF 28-200mm f/3.5-5.6D IF、200mm、F8、1.6秒（1/125秒）、ISO100（12800）

シャッターが開いている間にカメラが動いてしまい画像全体
がブレることを「手ブレ」といいます。ISO感度を低く設定
してしまうと、シャッターを開けている時間が長くなり、

「ブレ写真」の原因になってしまいます。

ISO100、1.6秒

ISO100

ISO12800

8

ニコン D3、AF-S 
VR 24-120mm f/3.5-5.6G
IF-ED、24mm、F8、1/6秒、
ISO3200

夜景の撮影では、ISO感度の
使い分けが重要になります。
画質を優先するかブレ防止を
優先するかで、ISO感度の選
び方が変わってきます

ニコン D600、AF-S VR24-120mm f/3.5-5.6G IF-ED、24mm、F5.6、1/80秒、ISO1600

「ISO感度」の〝ソコシリ〟
第10回　「手ブレを防ぐか、画質を上げるか」そこが知りたい！ 初心者向け講座 岡野清人さんナビゲーター

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

1
】

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
と
は
、光
へ
の“
敏
感
さ
”を
表
し
た
数
値

日
本
写
真
協
会
会
員
、
フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
検
定
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
取
得
。
フ
ォ
ト
カ

ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部
・
よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
、
各
地
で
写
真
講
座
を
精
力
的
に

実
施
中
。
2
0
0
6
年
か
ら
日
本
海
事
新
聞
の
フ
ォ
ト
コ
ラ
ム
「
海
の
あ
る
風
景
」

を
執
筆
し
て
い
る
。

岡
野
清
人（
お
か
の
・
き
よ
と
）

＜撮影データ＞カメラ、レンズ、焦点距離、絞り、シャッタースピード、ISO感度

こういう写真撮りたくありませんか？
それなら…

ISO感度を
1600まで上げ、
手ブレを防いでいます

さらにここに注目！

写
真
と
は
、
カ
メ
ラ
に
写
り
込
ん

だ
光
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
光
は

３
つ
の
要
素
で
決
ま
り
ま
す
。
絞
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
そ
し
て
Ｉ

Ｓ
Ｏ
感
度
で
す
。
光
を
操
り
自
分
の

思
い
通
り
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
、

カ
メ
ラ
の
最
大
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。

絞
り
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は
、

い
ず
れ
も
光
の
量
を
調
節
す
る
機
能

で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度

は
、
カ
メ
ラ
内
の
セ
ン
サ
ー
が
光
に

対
し
て
ど
れ
だ
け
敏
感
に
反
応
す
る

か
を
数
値
で
表
し
た
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
光
が
多
い
日
中
の
屋
外
で
あ

れ
ば
、
周
囲
の
光
が
多
い
た
め
、
低

い
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
の
数
値
で
も
適
正
な

明
る
さ
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
逆
に
、
夜
の
野
外
や
暗
い
室

内
で
は
、
十
分
な
光
の
量
を
得
ら
れ

な
い
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
高
く
設

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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海野和男（うんの・かずお）
1947年、東京生まれ。物心ついたころから
昆虫の魅力にとりつかれ、少年時代は蝶の採
集や観察に明け暮れる。東京農工大学の日高
敏隆研究室で昆虫行動学を学ぶ。大学時代に
撮影した「スジグロシロチョウの交尾拒否行
動」の写真が雑誌に掲載され、それを契機に
フリーの写真家の道を歩む。アジアやアメリ
カの熱帯雨林地域で昆虫の擬態を長年にわた
って撮影。日本自然科学写真協会会長、日本
昆虫協会理事、日本写真家協会などの会員。

＜撮影データ表記＞カメラ、撮影モード、絞り、シャッタースピード、ISO感度、ホワイトバランス

写
体
と
の
距
離
が
１
㎝
に
な
る
ま
で

近
づ
け
る
の
で
、
小
さ
な
虫
の
顔
を

ア
ッ
プ
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」さ

ら
に
、
Ｔ
G
‐
３
は
水
深
15
ｍ

ま
で
耐
え
る
防
水
機
能
を
備
え
て
い

ま
す
。
水
辺
に
集
ま
る
チ
ョ
ウ
の
姿

な
ど
も
、
安
心
し
て
狙
え
る
そ
う
で

す
。

「
何
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
は
、
深

度
合
成
モ
ー
ド
。
カ
メ
ラ
が
自
動
的

に
ピ
ン
ト
を
少
し
ず
つ
変
え
た
写
真

を
複
数
枚
撮
り
、
そ
れ
を
合
成
し
て

全
面
に
ピ
ン
ト
が
合
っ
た
写
真
に
し

て
く
れ
ま
す
。
小
さ
な
被
写
体
は
全

体
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
深
度
合
成
モ
ー

ド
を
使
え
ば
簡
単
に
で
き
ま
す
」

Ｔ
G
‐
３
を
握
り
し
め
、
興
奮
気

味
に
語
る
海
野
さ
ん
。
一
眼
レ
フ
と

は
違
う
個
性
の
カ
メ
ラ
を
手
に
入
れ

て
、
撮
影
の
意
欲
を
ま
す
ま
す
高
め

て
い
ま
し
た
。

「被写体に近づいて撮影するときは、光源の
位置にも気を配りましょう。被写体に順光の
光が当たっているときは、カメラや自分の影
が画面に入り込んでしまうことがあるからで
す。そんなときは、撮影位置やアングルを工
夫して、画面が暗くならないように注意しま
す。TG-3では、LEDライトガイドLG-1を併
用することをおすすめします」

プロの金言

カメラの影が
画面に入り込んで
しまわないように

海野和男さん愛用の
オリンパス STYLUS TG-3 Tough
PCC会員限定 １名様にプレゼント！

右記QRコードを読み取
りアンケートに答えてご
応募ください。QRコー
ドが読み取れない場合は、

「npopcc」で 検 索 し て
PCCホームページから
ご応募ください

※ウェブからのみの応募となりますの
で、あらかじめご了承ください

応
募
先

こういう写真撮りにいきませんか？
寄れるのはこのカメラ

TG-3をもっと知りたくなったら

TG-3

応募締切：2015年１月11日（日）

「虫に近寄るためには、なるべく気配を消してそっと近づくこと。これは経験を積んで身につけていくしかないですね」と海野さん。
オリンパス STYLUS TG-3 Tough、絞り優先、F6.3、1/500秒、ISO200、オート
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着
る
も
の
や
身
に
つ
け
る
も
の
に

無
頓
着
だ
と
い
う
海
野
さ
ん
で
す
が
、

ベ
ス
ト
に
は
少
し
だ
け
こ
だ
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
素
材
が
メ
ッ

シ
ュ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
左
右
に
大
き
め
の
ポ
ケ
ッ
ト

が
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
が
す
っ
ぽ
り
と
収
ま
る
こ
と
で

す
。

「
ボ
デ
ィ
が
平
ら
な
Ｔ
G
‐
３
は
、

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
も
邪
魔
に
な
り

ま
せ
ん
。
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
魚
眼

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
レ
ン
ズ
。
こ
の
セ

ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
一
眼
レ
フ
と
は
一

味
違
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
が
撮
れ

る
ん
で
す
」

海
野
さ
ん
が
Ｔ
G
‐
３
を
愛
用
し

て
い
る
理
由
は
、
ボ
デ
ィ
が
小
さ
い

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
高
性

能
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に

は
、
他
に
は
な
い
特
徴
が
あ
る
の
で

す
。

「
私
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
重
要
な
の

は
、
ど
れ
だ
け
被
写
体
に
近
寄
れ
る

か
と
い
う
こ
と
。
Ｔ
G
‐
３
は
、
被

海野さんも審査員を務める「365日フォトコンテスト」。入賞作品はどんな写真なのでしょうか→P.36

Ｔ
Ｇ
‐
３
の
深
度
合
成
モ
ー
ド
で

難
し
か
っ
た
マ
ク
ロ
撮
影
が
簡
単
に

思
い
出
を
つ
く
る
道
具
た
ち

　
　
　昆
虫
写
真
家
・
海
野
和
男
さ
ん

虫
の
目
線
で
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
る
海
野
和
男
さ
ん
。た
く
さ
ん

の
機
材
を
持
っ
て
行
く
け
れ
ど
、ポ
ケ
ッ
ト
に
収
ま
る
コ
ン
パ
ク
ト
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
重
宝
す
る
場
面
も
あ
る
の
だ
と
か
。今
回
は
海
野

さ
ん
の
事
務
所
に
お
邪
魔
し
て
、愛
機「
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｕ
Ｓ 

Ｔ
Ｇ
ー
３ 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ
」に
つ
い
て
、た
っ
ぷ
り
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

愛用の撮影機材
・オリンパス STYLUS TG-3 Tough
・ニコン 1 V3（レンズは1 ニッコール VR 10-30mm f/3.5-5.6）

TG-3のレンズに付いているのは、「LEDライトガイドLG-1」。暗い場所での
マクロ撮影に役立つアクセサリーですが、装着したままでも邪魔にならな
いので、海野さんはいつも付けっぱなしにしているのだとか。

仕事部屋の隅にうずたかく積まれた著書
の数々。これまでにかかわった書籍は、
国内だけでもなんと200冊超え。他にも、
カメラやレンズなど、撮影にまつわるも
のが大量に積まれていました。

200冊を超える著書

TG-3に、「魚露目8号」を装着。このコ
ンバージョンレンズを使うと、小さな昆
虫を画角180度の円周魚眼でとらえるこ
とができます。

ドアスコープが原型の
「魚露目8号」

15

虫の世界に魅了された
海野和男さんの必携アイテム

ベ
ス
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は

いつ
も
コ
ン
デ
ジ
が

一
眼
レ
フ
も
顔
負
け
の

「
深
度
合
成
モ
ー
ド
」

ラオスで拾ってきたタマムシのはねをマ
クロ撮影。深度合成モードでは、まずフ
ォーカスを合わせた場所にピントの合っ
た写真を撮影。その後、カメラが自動的
にフォーカスを変えて10枚ほど撮り、
深度合成をしてくれます。

マクロ撮影では、
深度合成モードが面白い！
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十勝牧場で毎年冬に行われている馬追いの様子
です。可愛い仔馬から勇ましい若い馬、お腹に
仔を宿している馬まで、寒い中を元気に駆けて
いく姿がとても愛らしいのです。

撮影地：北海道帯広市
撮影者：上田みち子さん

浅間山を背景にして、
ゆるい上り勾配を煙を
吐きながら近づいてく
る車体に雪が映り込み、
メタリックなデザイン
が一際鮮やかでした。

撮影地：長野県佐久市
撮影者：菊地英之さん

雪のふる朝、雪景色の町並みと
雪蛍の撮影に行きました。朝の
やわらかい光が、町並みを淡い
ピンク色に染めてくれました。

撮影地：岐阜県高山市
撮影者：小島孝一さん

撮影地：北海道川上郡弟子屈町
撮影者：中村政史さん

山道を車で走っていると、山から下りてくるキ
タキツネを見つけました。しばらくの間、雪の
上で寝たり、毛繕いをしたりしていました。

筑波山の西側にあるため池の水面に
筑波山の影が映り、1年に2度、「ダ
イヤモンド筑波」が見られます。そ
の時期は撮影する人が大勢押し寄せ
て、一枚撮るのも一苦労です。

撮影地：茨城県筑西市
撮影者 ：三島昭夫さん

撮影地：北海道名寄市
撮影者：福家章二さん

名寄市は、自然環境の厳しいと
ころです。しかし、その環境だ
からこそ、四季折々に素晴らし
い自然を見ることができます。

「第２回FBグランプリ大会」準グランプリ

このページの写真は、Facebookの
「PCC全国交流グループ」に投稿され
た写真です。グループに参加するに
は、グループページにアクセスして「参
加する」をクリックするだけ。写真を投
稿すると、コンテストに参加できます。

このページの写真は
Facebookグループに
投稿された写真です。

PCC全国交流ページ
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全
国
に
約
6
万
5
千
人
の
会
員
を
誇
る
Ｐ
Ｃ
Ｃ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
と
っ
て
お
き
の
撮
影
地
を
持
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、ど
ん
な
場
所
で
撮
影
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

印象的な写真はどうやって撮るのでしょうか？　PCCの板見理事が『世界一受けたい写真のアドバイス』を発刊しました→P.28

私
の
お
す
す
め
撮
影
地

Ｐ
Ｃ
Ｃ
会
員
の
と
っ
て
お
き

東松浦郡玄海町の浜野浦棚田です。
多くのカップル、カメラマンで賑わ
っていました。

撮影地：佐賀県東松浦郡
撮影者：小松常光さん

尾瀬ヶ原の夜明けです。
放射状の雲が茜色になっ
た情景に感動して、撮影
しました。周りを見渡す
と、私一人だけでしたね。

撮影地：尾瀬ヶ原中田代
撮影者：内山政治さん

ダイヤモンド富士はあまりにも有名ですが、山頂に
限らず、日の出のシーンは印象的な写真になる事が
多いのです。撮影したときは離れ笠雲が発生、太陽
がその雲に入り、消え行く光源を捉えました。

撮影地：静岡県富士宮市田貫湖
撮影者：島野孝一さん

「第２回FBグランプリ大会」グランプリ

撮影地：静岡県静岡市清水区
撮影者：島野孝一さん

放射冷却を見込んで吉原
に行くと、霧が淀んでい
て街明かりに反映し溢れ
出していました。
「第２回FBグランプリ大会」準グランプリ

「第２回FBグランプリ大会」準グランプリ 「第２回FBグランプリ大会」特別賞







「イヤーアルバム」待望のスマホ阪
が近日リリース予定。撮った写真を
その場でアルバムにできます。

か
ん
た
ん
整
理
の
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム

待
望
の
ス
マ
ホ
版
が
登
場

イヤーアルバムをつくる3つのSTEP

イヤーアルバムはカメラのキタムラ店頭でもインターネットでもつくれます

に
、
た
だ
の
子
ど
も
写
真
で
な
く
、
子
ど

も
と
一
緒
に
見
て
楽
し
め
る
写
真
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
子
ど
も
と
一
緒

に
見
た
動
物
や
花
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
写

真
を
入
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
た
と
き
に
「
こ
ん
な
の
見
た
よ
ね
」

「
こ
ん
な
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
よ
ね
」
と

一
緒
に
語
り
合
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ

と
思
っ
て
。

|
イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
の
機
能
で
気
に
入
っ

た
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
？

簡
単
に
同
じ
ア
ル
バ
ム
を
複
数
つ
く
れ

る
こ
と
で
す
。
写
真
を
全
部
プ
リ
ン
ト
し

直
す
の
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ

だ
と
１
回
つ
く
っ
ち
ゃ
え
ば
後
は
何
冊
で

も
つ
く
れ
ま
す
か
ら
ね
。
あ
と
、
写
真
を

日
付
順
に
整
理
し
て
く
れ
る
の
は
あ
り
が

た
い
で
す
。
思
い
出
の
順
番
が
整
理
で
き

て
、
成
長
日
記
の
よ
う
に
で
き
ま
す
か
ら
。

|
ア
ル
バム
の
出
来
上
が
り
は
ど
う
で
す

か
？大

満
足
で
す
。
綺
麗
な
仕
上
が
り
で
す

ね
。
色
も
よ
く
て
、
ア
ル
バ
ム
と
い
う
よ

り
、
ま
る
で
写
真
集
の
よ
う
で
す
。

|
も
し
次
の
ア
ル
バム
を
つ
く
る
と
し
た

ら
、ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
り
た
い
で
す

か
も
っ
と
雰
囲
気
を
変
え
て
、
ゴ
テ
ゴ
テ

と
機
能
を
存
分
に
使
っ
た
つ
く
り
に
し
た

い
で
す
ね
。
他
に
ど
ん
な
機
能
が
あ
る
の

か
な
っ
て
、
自
分
で
調
べ
て
み
る
の
も
面

白
そ
う
で
す
し
。
皆
さ
ん
も
是
非
、
世
界

で
自
分
だ
け
の
マ
イ
ア
ル
バ
ム
を
つ
く
っ

て
み
て
下
さ
い
。

アルバムにしたい期間を決める

次に、写真の撮影期間を決めます。期間を指定すると、
その期間の中で撮影された写真を、「イヤーアルバム」
が自動で選んでくれます。

まずは写真を保存してあるメディアをPCに接続しま
す。USBデータやSDカードを差し込むと、「イヤーア
ルバム」ソフトが読み込んでくれます。

メディアを入れる大きさとページ数を決める

最後に、アルバムの大きさとページ数を決めます。最
低限の操作はこれで終了。あとは「イヤーアルバム」
が自動でレイアウトを組んでくれます。

２
０
１
４
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た

か
？

　
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
っ
た
方
も
、

そ
う
で
な
い
方
も
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
１
年
間
撮
影
し
た
写
真
を
整
理
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
写
真
選
び
と
レ
イ
ア
ウ

ト
が
自
動
で
で
き
る
魔
法
の
ア
ル
バ
ム

「
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
」。
つ
い
に
ス
マ
ホ

の
ア
プ
リ（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
版
）が
登

場
し
ま
し
た
。

機
種
変
更
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
、

画
像
が
消
え
た
り
見
え
な
く
な
っ
た
り

し
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
ス

マ
ホ
は
い
つ
も
持
ち
歩
け
て
便
利
な
反

面
、
画
像
保
管
と
い
う
意
味
で
は
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。
そ
ん
な
ス
マ
ホ

の
画
像
を
簡
単
に
整
理
で
き
る
方
法
が
、

「
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
」
の
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
で
す
。

店
頭
や
パ
ソ
コ
ン
版
と
ほ
ぼ
同
じ
イ

メ
ー
ジ
で
操
作
が
で
き
、
い
い
写
真
を

自
動
的
に
選
ん
で
く
れ
る
イ
メ
ー
ジ
オ

ー
ガ
ナ
ー
ザ
ー
の
機
能
も
し
っ
か
り
搭

載
！

　
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
に
す
れ
ば
、

ス
マ
ホ
で
撮
っ
た
思
い
出
の
写
真
も
簡

単
に
整
理
で
き
、
安
心
し
て
ア
ル
バ
ム

と
し
て
保
管
で
き
ま
す
。

1
STEP

2
STEP

3
STEP

お弁当やおもちゃなど、その日の思い出になる
ような写真を入れるのも吉住さんのこだわり

笑った顔だけではなく、こんな悲しそう
な顔も。これもひとつの思い出ですよね
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http://www.kitamura.jp

イヤーアルバム

|
イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
を
使
っ
て
み
て
、率
直

に
ど
ん
な
感
想
で
す
か
？

ま
ず
は
簡
単
に
つ
く
れ
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。「
メ
デ
ィ
ア
を
入
れ
る
」、「
ア

ル
バ
ム
に
し
た
い
写
真
の
期
間
を
決
め

る
」、「
ア
ル
バ
ム
の
ペ
ー
ジ
数
を
決
め
る
」

と
い
う
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
だ
け
で
、

誰
で
も
簡
単
に
ア
ル
バ
ム
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

私
は
自
分
で
写
真
選
び
や
レ
イ
ア
ウ
ト

に
こ
だ
わ
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
作
業
が
楽
し
い
で
す
ね
。

|
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
楽
し
い
の
で
し

ょ
う
か
？

例
え
ば
、
こ
の
写
真
は
こ
っ
ち
に
入
れ

た
い
と
か
、
こ
の
写
真
を
大
き
く
し
た
い

と
か
、
自
分
の
思
い
通
り
に
整
理
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
。
普
通
の
ア
ル
バ
ム
の
場
合

は
、
同
じ
大
き
さ
の
写
真
を
同
じ
よ
う
に

貼
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

|
な
る
ほ
ど
、凝
れ
ば
凝
る
ほ
ど
面
白
い

ん
で
す
ね

こ
の
ソ
フ
ト
は
、
面
倒
な
ア
ル
バ
ム
作

デスクトップに乱雑に入
っているだけの写真デー
タもかんたんにアルバム
に整理できます

思
い
出
を

残
す

新
方
法

思い出シリーズ1

自
宅
で
で
き
る
、
ら
く
ら
く
写
真
整
理
術

写
真
選
び
と
レ
イ
ア
ウ
ト
が〝
自
動
〞で

〝
自
由
自
在
〞の
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム

い
い
写
真
を
自
動
で
選
ん
で
レ
イ
ア

ウ
ト
し
て
、フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
つ
く
っ

て
く
れ
る「
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
」。Ｃ
Ｍ

で
も
話
題
に
な
っ
た「
カ
メ
ラ
の
キ
タ

ム
ラ
」の
サ
ー
ビ
ス
を
、写
真
家
・
吉

住
志
穂
さ
ん
が
使
っ
て
み
ま
し
た
。

日付順に並べられるから
思い出を時間で振り返れる

り
を
自
動
で
や
っ
て
く
れ
る
の
が
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
私
は

も
の
す
ご
く
こ
だ
わ
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。

い
ざ
始
め
る
と
す
ご
く
凝
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
よ
ね（
笑
）。
簡
単
だ
か
ら
こ
そ
凝
り

た
く
な
る
と
い
う
か
。
せ
っ
か
く
や
る
ん

だ
っ
た
ら
、
シ
リ
ー
ズ
別
に
し
て
ま
と
め

よ
う
と
か
、
こ
う
い
う
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し

よ
う
と
か
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
組
み
込
ん

で
い
く
と
面
白
い
で
す
。

あ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
子
ど
も
の

写
真
は
凝
り
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

|
今
回
の
ア
ル
バム
づ
く
り
で
こ
だ
わ
っ

た
部
分
は
ど
こ
で
す
か
？

３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
気
に
入

っ
た
写
真
を
こ
れ
で
も
か
っ
て
く
ら
い
大

き
く
見
せ
た
こ
と
。
こ
の
ソ
フ
ト
の
醍
醐

味
で
す
ね
。
２
つ
目
は
、
あ
え
て
正
面
を

向
い
て
い
る
写
真
で
は
な
く
、
自
然
な
姿

の
写
真
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
ア
ル
バ
ム

は
子
ど
も
の
成
長
順
に
な
っ
て
い
て
、
そ

う
い
っ
た
何
気
な
い
表
情
の
写
真
の
方
が

成
長
を
実
感
で
き
る
ん
で
す
よ
。
３
つ
目

吉住志穂（よしずみ・しほ）
1979年、東京生まれ。竹内敏信
事務所に入社。2005年4月に独立。
自然が持つ「こころ」をテーマに、
花や風景の作品を撮り続けている。

新しい思い出の残し方。「カメラのキタムラ」が「ウォールデコ」を開発しました→P.20 18
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お客さま なんでも相談室 TEL.050-3116-8888 受付時間10：00 ～ 20：00 年中無休　専門のスタッフがお電話で全力サポート！

幼稚園や学校の制服で撮影することもできます 金沢入江店
森田店長

新潟・上木戸店
貝沼店長

浜松鴨江店
大木店長

マリオフォトCDで
写真をパソコンで見ることもできます。

衣装は何回着替えても無料。
お気に入りの衣装を見つけてください。

http://www.studio-mario.jp

スタジオマリオ

も
ち
ろ
ん
、
入
園
・
入
学
の
撮
影
だ
け

で
な
く
、
卒
園
・
卒
業
の
記
念
写
真
も
同

時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
卒
業
と
入
学

の
制
服
を
ご
用
意
い
た
だ
け
れ
ば
、
両
方

の
写
真
を
一
度
で
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
大
切
な
節
目
は
、
家
族
に
と
っ

て
も
思
い
出
深
い
も
の
。
家
族
一
緒
の
思

い
出
を
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
撮
影
で

残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細

は
、
お
近
く
の
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、
約
４
０
０
点

に
お
よ
ぶ
ド
レ
ス
や
タ
キ
シ
ー
ド
な
ど
を

常
時
用
意
し
て
お
り
、
何
回
着
替
え
て
も

無
料
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
衣
装
に
合
わ
せ
て
ヘ
ア
セ
ッ

ト
や
ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
し
ま
す
の
で
、

お
気
に
入
り
の
ス
タ
イ
ル
で
撮
影
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
思
い
出
の
品
や
洋
服
を
持

ち
込
ん
で
の
撮
影
も
大
歓
迎
。
み
な
さ
ま

の
ご
要
望
に
応
え
た
納
得
の
い
く
一
枚
を

お
約
束
し
ま
す
。

毎
年
4
月
、
入
園
・
入
学
式
を
迎
え
る

こ
の
時
期
は
、
家
族
全
員
が
何
か
と
慌
た

だ
し
い
日
々
を
送
り
が
ち
。
子
ど
も
の
新

た
な
旅
立
ち
を
し
っ
か
り
写
真
に
残
す
た

め
に
は
、
余
裕
を
持
っ
て
撮
影
を
済
ま
せ

た
い
も
の
で
す
。
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、

予
約
が
集
中
す
る
こ
の
時
期
、
早
め
の
記

念
撮
影
を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。
大
切
な
一
枚
だ
か
ら
こ
そ
、
ゆ
と

り
を
も
っ
て
早
め
に
済
ま
せ
る
。
こ
れ
ぞ

記
念
撮
影
の
極
意
で
す
。

入園・入学の晴れ姿をスタジオで撮る
子どもの成長をはかる入学・卒業式。

PCCでは、お子さまの晴れ姿をプロならではの撮影技術で残すことをおすすめしています。
そこでスタジオマリオの各店長におすすめポイントを聞きました。

スタジオマリオではTカードをつくれて、Tポイントを貯められて、使えます

早めの
スタジオ撮影で
ゆとりを持って

子どもの晴れ姿を
残す

制服姿に
可愛いドレス

何度着替えても
無料

卒園・卒業の
撮影も

早めに済ます

店長おすすめ 1

店長おすすめ 3

店長おすすめ 2
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パ
ネ
ル
の
裏
が
低
粘
着
の
接
着
剤
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
壁
に
貼
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
貼
り
直
し
も
自
由
で

ラ
ク
ラ
ク
簡
単
、
汚
れ
も
残
り
ま
せ
ん
。

壁
に
針
や
画
鋲
な
ど
を
打
つ
こ
と
が
で
き

な
い
人
や
、
賃
貸
の
部
屋
に
住
ん
で
い
る

人
な
ど
に
お
す
す
め
で
す
。
軽
い
素
材
な

の
で
、
万
が
一
落
下
し
て
も
ケ
ガ
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
イ
ズ
は
、
真
四
角
、
は
が
き
、
L
、

２
L
、
A
４
の
中
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
表
面
の
質
感
は

そ
の
ま
ま
に
、
白
と
黒
の
2
色
で
パ
ネ
ル

を
縁
ど
り
で
き
る
の
で
、
作
品
の
雰
囲
気

を
壊
す
こ
と
な
く
、
手
軽
に
部
屋
を
デ
コ

レ
ー
ト
で
き
ま
す
。

ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
楽
し
み
方
は
倍
増
。

自
分
の
部
屋
を
個
展
の
会
場
に
!

　
な
ん

て
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
近
く

の
キ
タ
ム
ラ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

http://www.kitamura.jp

「好奇心と不安」田原昭二さん

カメラのキタムラ

ウ
ォ
ー
ル
デ
コ
な
ら
写
真
を
壁
に
貼
り
付

け
ら
れ
ま
す
。
壁
も
傷
め
る
こ
と
な
く
、

と
っ
て
も
か
ん
た
ん
で
す

「
ウ
ォ
ー
ル
デ
コ
」
っ
て
知
っ
て
ま
す

か
？

「
ウ
ォ
ー
ル
デ
コ
」
と
は
、
テ
ー
プ
や
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
壁
に
貼
り
付
け
て
、
自

分
好
み
の
柄
を
つ
く
り
自
分
の
部
屋
を
装

飾
す
る
こ
と
。
本
格
的
な
道
具
を
使
っ
た

も
の
か
ら
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

な
ど
の
身
近
な
ア
イ
テ
ム
で
手
軽
に
つ
く

る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
飾
り
が

あ
り
ま
す
。
実
は
、
カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ

が
こ
の
「
ウ
ォ
ー
ル
デ
コ
」
を
写
真
に
応

用
し
た
新
商
品
を
開
発
し
て
い
た
の
で
す
。

み
な
さ
ん
は
自
分
で
撮
影
し
た
写
真
を

ど
の
よ
う
に
飾
っ
て
い
ま
す
か
?

　
ア
ル

バ
ム
に
整
理
す
る
人
や
、
プ
リ
ン
ト
し
て

引
き
伸
ば
し
て
額
縁
に
飾
っ
て
い
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。

キ
タ
ム
ラ
版
「
ウ
ォ
ー
ル
デ
コ
」
は
、

撮
影
し
た
写
真
プ
リ
ン
ト
や
シ
ャ
ッ
フ
ル

プ
リ
ン
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
プ
リ
ン
ト
を
、

5
㎜
厚
の
発
泡
パ
ネ
ル
に
加
工
で
き
る
も

の
で
す
。

新
商
品

「
ウ
ォ
ー
ル
デ
コ
」
っ
て
何
？ 

まるで映画のよう

ただ壁に張るだけじゃない
豪華に装飾して個展のように飾る

フォトギャラリーキタムラ新宿で開催される注目の写真展をピックアップ→P.41

今
ド
キ
の

思
い
出
の

残
し
方

思い出シリーズ２

自
分
の
作
品
で
部
屋
中
を
手
軽
に
飾
る

ウ
ォ
ー
ル
デ
コ
で
写
真
を
も
っ
と
楽
し
む

額
縁
に
入
れ
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

「
カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
」が
新
し
い
写
真
の

飾
り
方
を
発
見
。自
分
の
家
を
個
展
会
場

の
よ
う
に
で
き
る
方
法
が
あ
る
の
で
す
。

ただ取り付けるだけでなく、写真
に飾りをつけて可愛く仕上げるこ
ともできます

自
分
の
作
品
で

部
屋
の
中
が
展
示
会
場
に
！





「風景」と「背景」の違い
全国６万５千人の会員、６万５千通りの写真の撮り方、写真への想いがある。

写真で人生を輝かせている人をピックアップする、「PCCのいぶし銀」。
今回はフォトインストラクター・島本靖治さんに話をうかがい、

写真を撮り始めたきっかけや、撮影術を語ってもらった。

フォトカルチャー倶楽部（PCC）のいぶし銀

島本先生と撮影しながら
学べる講座は→P.30

琵琶湖で撮影した1枚。メインの木のシルエットをサブの夕陽が写し出し、絶妙なバランスになっている　
ソニー SLT-A77V、70-300mm F4-5.6、80mm、F11、1/1000秒、滋賀県琵琶湖

あ
と
２
週
間
も
す
れ
ば
、
そ
の

年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る

２
０
１
２
年
12
月
中
旬
。
島
本
靖
治

さ
ん
は
、
地
元
の
写
真
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
と
と
も
に
、
琵
琶
湖
へ
撮
影

旅
行
に
出
か
け
た
。

初
日
は
朝
か
ら
晴
れ
渡
っ
た
。
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
、
次
第
に
雲
が
空

を
覆
う
時
間
が
長
く
な
る
。
や
が
て

太
陽
が
傾
き
出
し
た
こ
ろ
、
雲
の
切

れ
間
か
ら
顔
を
出
す
夕
陽
は
、
あ
た

風景写真に人物を掛け合わせ、印象を変える。島本さんは試行
錯誤を続けていく　オリンパス E-M5、LUMIX G VARIO 12-35/
F2.8、F2.8、1/60秒、+1

り
を
淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
め
る
。

穏
や
か
に
波
打
つ
湖
面
が
キ
ラ
キ
ラ

と
黄
金
に
き
ら
め
き
だ
す
と
、
小
さ

な
中
州
に
並
ん
だ
数
本
の
木
が
夕
陽

を
背
負
い
、
シ
ル
エ
ッ
ト
を
濃
く
し

て
い
く
。

メ
ン
バ
ー
全
員
が
絶
好
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
求
め
移
動
す
る
。
島
本
さ
ん

も
何
度
か
場
所
を
変
え
な
が
ら
タ
イ

ミ
ン
グ
を
図
り
、
時
間
の
流
れ
と
同

調
す
る
よ
う
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
。
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー

に
は
、
こ
の
と
き
島
本
さ

ん
が
感
じ
た
無
常
の
世
界

が
、
黒
と
オ
レ
ン
ジ
の
二

色
だ
け
で
写
し
出
さ
れ
て

い
た
。

「
私
が
写
真
を
撮
る
と
き
、

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い

る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
何
を
撮
り
た

い
の
か
を
明
確
に
し
、
メ

イ
ン
を
際
立
た
せ
る
こ
と
。

二
つ
目
は
、
サ
ブ
と
な
る

要
素
を
、
い
か
に
メ
イ
ン
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
写
し
込
む
か
と
い

う
こ
と
で
す
。『
メ
イ
ン
と
サ
ブ
』、

こ
の
二
つ
の
要
素
が
写
っ
て
い
れ
ば
、

三
つ
目
は
不
要
で
す
」

初
め
て
写
真
を
撮
影
し
た
の
は
中

学
2
年
。
淡
い
恋
心
を
抱
き
な
が
ら
、

な
か
な
か
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
同
じ
ク
ラ
ス
の
女
の

子
に
「
撮
影
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
」

と
お
願
い
し
、
母
親
の
16
ミ
リ
カ
メ

ラ
を
借
り
て
デ
ー
ト
を
実
現
さ
せ
た

と
き
だ
っ
た
。
三
か
月
後
、
儚
く
も

小
さ
な
恋
は
終
わ
り
を
迎
え
た
が
、

思
い
出
は
い
つ
ま
で
も
写
真
に
残
る

こ
と
に
な
っ
た
。

「
そ
れ
が
直
接
の
理
由
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
人
物
写
真
を

撮
影
す
る
の
が
好
き
で
し
た
。
人
の

表
情
は
常
に
変
化
し
続
け
て
い
て
、

同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
秒
後

に
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
顔
に
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
が
面
白
い
と
思
い
ま
す
」

現
在
、
島
本
さ
ん
は
個
人
的
に
モ

デ
ル
を
頼
み
、
背
景
の
違
い
で
人
物

写
真
が
ど
う
変
わ
る
の
か
を
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
、
撮
影
を
続
け
て
い
る
。

中
に
は
、
鑑
賞
者
の
心
に
小
さ
な
ひ

っ
か
き
傷
を
残
す
よ
う
な
、
あ
る
種

異
質
な
作
品
も
あ
る
。

「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
『
風
景
の
中

の
人
物
』
写
真
に
な
る
の
か
、
ま
た

『
人
物
と
そ
の
背
景
』
写
真
に
な
る

の
か
、『
風
景
』
と
『
背
景
』
の
違

い
を
作
品
で
追
及
し
た
い
ん
で
す
」

島
本
さ
ん
の
人
物
写
真
は
、
単
な

る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
枠
を
超
え
、
見

る
者
へ
何
か
を
訴
え
か
け
て
く
る
。

今月の
いぶし銀

「写真は
メインとサブがすべて。
三つ目は必要ありません」

島本靖治さん

島本さんと撮影テクニックを学べるイベントはこちら→P.2925
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365日フォトコンテスト
2014春夏

シャッターチャンスも応募のチャンスも365日。あなたの作品を募集しています→P.24

独自の被写体の選び方やフレーミング 風景部門

ニコンD80、タムロンズーム18-270mm、F5、1/320秒キヤノンEOS 5D、28-200mm、F8、1/200秒、三脚使用

特選準特選
「
赤
い
河
」
　

須
藤
東
二
さ
ん

（
群
馬
県
前
橋
市
）

「
夕
虹
」

島
本
佳
春
さ
ん

（
大
阪
府
豊
中
市
）

「静」
久我敏博さん（福岡県筑後市）

「山里の朝」
植田友𠮷𠮷𠮷𠮷（静岡県島田市）

「
別
府
の
火
祭
り
」

石
掛
勝
彦
さ
ん

（
大
分
県
豊
後
高
田
市
）

身近な人の表情をうまくとらえる

特選

人部門

準特選

ニコン D7000、18-200mm

「全力笑顔」

「
ま
な
ざ
し
」

坂
井
ツ
ネ
子
さ
ん

（
三
重
県
桑
名
市
）

「
う
ま
い
！
」

清
水 

孝
さ
ん

（
北
海
道
河
東
郡
）

「
幼
な
じ
み
」

杉
岡
常
久
さ
ん

（
広
島
県
広
島
市
）

生駒圭輔さん（広島県広島市）

キヤノン1DX、16-35mm

「一人暮らし」
杉野満夫さん（高知県高知市）

特選

自由部門自分の新しい発見を記録に残した作品

準特選
「
か
わ
いい
パ
ラ
シュー
ト
部
隊
」

篠
﨑
智
宏
さ
ん

（
茨
城
県
坂
東
市
）

「
現
役
」

酒
井
寛
一
さ
ん

（
長
崎
県
島
原
市
）

「
四
姉
妹
」

小
寺
澤
啓
司
さ
ん

（
兵
庫
県
姫
路
市
）

ソニーα99、マクロ180mm、F3.5、1/125秒、三脚使用

「色彩美」
梅原 勇さん（京都府京都市）

キヤノンEOSⅤ、タムロン90、F5.6、1/25秒、三脚使用

「蛍光」
天津義久さん（島根県大田市）
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＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルター、三脚使用

／1511 ／153～／157 ～／1511／157／ ～153

腕自慢コース

見るものの想像をかき立てる
飾り気のないシチュエーションの中、自然な
表情で笑う姿を素直にとらえたところが好印
象です。良い表情を引き出せたのは、やはり
撮影者のセンスや技術、心構えがしっかりし
ているからこそではないでしょうか。背景が
いい具合にダークトーンに落ちてくれて、被
写体が手前にぐっと浮き上がるような色の階
調を得られたと思います。写真の原点や基本
を守り、作為なく撮っている魅力が作品から
あふれ出ています。また、プリントも大変き
れいです。

審査員：丹地敏明氏
出版社の写真部勤務を経て1963年フリーラ
ンスとなる。風景写真を中心に、民家、伝統
工芸などへの関心も高く、撮影対象は多岐に
わたる。

風景部門

キヤノンEOS 60D、EF-S55-250mm f4-5.6 ISⅡ、F6.3、1/400秒

グランプリ
「ライフライン」

自由部門

野本篤史さん(愛知県刈谷市)

グランプリ
「婆ちゃんの笑顔」

キヤノン EOS  5D MarkⅡ、24-70mm、F8

北川隆司さん（岡山県総社市）

人部門

撮影者の視点が光る写真

365日フォトコンテスト2014春夏

プリントまでが作品づくり
「見せる写真」に仕上げる

365日24時間のシャッターチャンス。
写真を作品に変えるのがフォトコンテストです。

今回の応募総数は32,360点。
今年の「秋冬」は、どんなドラマが生まれたのでしょうか。

365日フォトコンテスト　　　
作品募集

2014 秋冬

シャッターチャンスも応募のチャンスも365
日。 年間を通して、応募総数約10万点とな
る全国最大規模の写真コンテストです。全国
のカメラのキタムラ店舗で受付しています。

[応募期間]
2014年11月15日(土)から
2015年３月15日(日) まで
[応募方法]
カメラのキタムラ店頭で受付
[募集コース]
腕自慢コース、腕だめしコース、
スマホコース
[問合せ先]
カメラのキタムラ お客さまなんでも相談室
TEL.050-3116-8888

ニコンD800、16-35mm、F16，三脚使用

グランプリ
「雷光迫る」

伊藤憲男さん(愛知県丹羽部)

千載一遇のチャンスをものにした
雷というものは、いつどこに出るかわからない
ものです。この作品はそれを意識しながらも、
実にうまくフレーミングしています。周囲の状
況と雷を的確にとらえ、タイミングを待って撮
ったものが作品としてまとまっています。雷と
いう千載一遇のチャンスをものにし、画面全体
をまとめあげる視点の素晴らしさが光った作品
です。

審査員：吉野 信氏
1972年フリーの動物・自然写真家として独立。
日本国内にとどまらず、アフリカ、アラスカ、
インド、ロッキーの野生と自然を求め、多くの
写真集や個展で発表。主な写真集に、『野生の
パラード』(月刊さつき研究社)、『アラスカの
詩』(日本カメラ社)など多数。

作為なく撮る魅力
日常の中で皆が見過ごしている情景を、美しい
色と補図でとらえた素晴らしい作品です。「ラ
イフライン」というタイトルもいいてすね。背
景の美しい色が、シルエットになっている高圧
線の模様をシンボリックに浮き立たせています。

「これから夜になってライフラインのおかげで
灯りがともる」というドラマチックな要素まで
加えている。見る者の想像をかきたててくれる、
とても新鮮で楽しい作品です。

審査員：織作峰子氏
写真家・大竹省二と出会い、1982年大竹省二
写真スタジオに入る。その後、1987年に独立。
女性の優しい視線で世界各国の美しい風景や人
物の瞬間を撮り続けている。写真展を多数開催
する傍ら、テレビや講演と、幅広く活躍中。
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365日フォトコンテスト
2014春秋

こんな写真が撮りたい！と思ったら、PCCの撮影イベントに参加して撮影テクニックを学びませんか。詳しくは→P.29

写真から愛情が伝わってくる

グランプリ
「親子愛」

高石勝良さん
（愛媛県松山市）

ニコンD3、シグマ、
F7.1、1/400秒、

三脚使用

ペット＆
動物部門

子象が親の鼻に体を寄せて甘えています。画面処理が
うまい、ピントもいい、技術的なしっかりした裏付け
があるから画面も美しい。ほれぼれします。だいぶ粘
って構想を練って撮られた作品なのではないでしょう
か。パーフェクトです。

審査員：増田勝正氏
1945年東京都出身。犬、猫、ペット専門動物カメラ
マンとして30年以上従事している。

技術的な裏付けがあるから美しい

準特選
「
仲
良
し
こ
よ

し
！
！
？
」

後
藤 

恵
梨
香
さ
ん

（
岐
阜
県
中
津
川
市
）

「
エ
イ
リ
ア
ン
Ｇ
ｅ
ｔ
だ
ぜ
！
」

安
達 

さ
お
き
さ
ん

（
福
岡
県
糸
島
市
）

「
仲
良
し
の
お
友
達
」 

齋
藤
百
合
さ
ん

（
香
川
県
観
音
寺
市
）

上野目綾乃さん
（千葉県佐倉市）

松村尚子さん
（神奈川県横浜市）

キヤノン EOS 6D、
EF50mm F1.8Ⅱ、

F1.8、1/80秒

「世界で一番
好き♪」

「チュッ！」 

ニコンD90、AF-S 
 70-200mm f2.8G、

F2.8、1/1600秒

特選

キヤノンEOS 70D, 55-250mm、F5、1/400秒

グランプリ
「ぼくは水あそび」

三嶋 光さん
（山口県下関市）

この作品は速いシャッタースピードを切ることで、弾
ける水の様子やギュッと目を閉じた一瞬の表情のリア
リティを実にうまくとらえています。背景の人物も、
足だけで田植えの雰囲気を出していて、このシンプル
さが、子どもの表情を引き立てています。

審査員：沼田早苗氏
大竹省二氏に従事。1978年からフリーランスとして
活躍。「財界」「ヨミウリウィークリー」の表紙撮影、
商業写真、取材撮影などを手がける。

背景のシンプルさが表情を引き立てる

こども＆赤ちゃん部門

準特選
「
湯
浴
み
」

遠
藤
英
哉
さ
ん

（
福
島
県
喜
多
方
市
）

「
ゆ
め
ち
ゃ
ん
の
夏
」

市
川
節
子
さ
ん

（
神
奈
川
県
秦
野
市
）   

「
捕
ま
え
ら
れ
た
喜
び
」

江
川
多
嘉
さ
ん

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

佐々木 隆さん
（秋田県横手市）

ニコン D2Hs、
300mm f/4D、F4、

1/2000秒、三脚使用

伊賀剛志さん
（香川県綾歌都）

ニコンD3100、
18-55mm、F4.5、

1/50秒

「開けれたら
食べていいよ」  

特選

「デッドボール！！」 
特選

グランプリ
「帰省」
石橋英治さん

（広島県広島市）

自然部門

ツバメがドアから入ってくるところを見事なカメラワ
ークでとらえています。明るい標準レンズを使って背
景を気持ちよくぼかした作品づくりがとても新鮮です。

「帰省」というタイトルから、ツバメと作者とのふれ
合いが感じられる作品です。

審査員：海野和男氏
1947年、東京生まれ。昆虫を中心とする自然写真家。
主な著作に「蝶の飛ぶ風景（平凡社）」「大昆虫記（デ
ータハウス）」などがある。日本自然科学写真協会会
長、日本昆虫協会理事、日本写真家協会などの会員。

タイトルでふれあいが感じられる

準特選
「
食
事
中
」

小
島
文
子
さ
ん

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

「
ん
あ
っ
？
？
」

西
村
拓
真
さ
ん

（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
飛
翔
」

藤
井
和
子
さ
ん

（
島
根
県
大
田
市
）

F8.0、1/40秒

武田大輔さん
（神奈川県川崎市）

金子敏夫さん
（大阪府泉南郡）

COOL PIX Pho、
F5.9、1/100秒

「お腹すいたよ。
食事まだ…」

「ゆきんこ」

ニコン D7000、
50mm f1.4 G、

F3.2、1/1250秒
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腕だめしコース

ニコン D7000、シグマ24mmF1.8、
F3.2、1/40秒

吉田 美律子さん
（大阪府池田市）

ニコン D3100、35mm F/1.8、
F22、1/4秒

松木和子さん
（鹿児島県鹿児島市）

「輝く世界へ」 「夕暮れの砂像
を行き交う」

特選

 小具理恵子さん
（北海道札幌市）

岩下香織さん
（奈良県橿原市）

「旅のはじまり」「おとぎの森」

特選

ペンタックス K-5Ⅱ、
DA18-135mm F3.5-5.6EP AL[1F]DC、

F7.1、1/2500秒

準特選 準特選

ペンタックス K-5Ⅱ、
シグマ8-16mm F4.5-5.6DC HSM、

F/8.0、1/160秒 

グランプリ
「ガリバー登場！」

汐中俊郁さん
（広島県三原市）

ニコン D7000、Tokina AT-X 116PRO DX（AF11-16mm f/2.8）、F/9、1/8000秒

グランプリ
「夕照」永山直樹さん

（沖縄県那覇市）

狙いも場所も、アングルやタイトルにも工夫がこらされていて、とても個性的
な作品です。灯台をまたいだ三角形の構図が面白く、子どもの表情や上からの
視線が、「本当に巨人になったらこんな視線なのかな」と思わせます。とてもた
くましくてかっこいい、そして物語性のある作品です。

審査員：杉本恭子氏
東京都出身。東京を中心に写真教室や撮影会を実施し写真の楽しさを伝えてい
る。日本写真家協会会員、日本写真協会会員、日本写真療法家協会理事。

物語性のある作品光で見せる作品
“光で見せる作品”というのが第一印象です。逆光の中で水しぶきがキラキラと
舞い、星のようにも見えます。日常のはずなのに、どこか不思議な場所を見る
ような。全体を見た時、心揺れる感じの、ドキッとする作品に仕上がっていま
す。見れば見るほど引きこまれ、面白く感じる作品です。

審査員：川合麻紀氏
横浜生まれ。彩り写真家。独特の色表現と爽やかでやわらかい描写を得意とし、

「The colors of nature」をテーマに自然や動物の撮影取材を行っている。日本写
真家協会会員。

「青春ジャンプ！」
土肥佑介さん

(埼玉県さいたま市）

「夏日記」
青木忠平さん

（静岡県焼津市）

「沖縄のランチ」
高江洲 義智さん
（沖縄県那覇市）

「SLOW」
井上貴大さん

（島根県松江市）

心のおもむくままに一瞬を撮った作品

プリントのサイズ、迷ったら大きなサイズで。腕だめしコースならA4(210×297mm)がおすすめ

旅部門自由部門

「
じ
い
じ
と
還
暦
６
分
の
１
祝
い
」

三
代
彩
楓
さ
ん（
福
島
県
福
島
市
）

「魅惑の光」
八木橋 誠さん

（埼玉県さいたま市）

「
食
事
中
」

小
島
文
子
さ
ん

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

「
ん
あ
っ
？
？
」

西
村
拓
真
さ
ん

（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
飛
翔
」

藤
井
和
子
さ
ん

（
島
根
県
大
田
市
）
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美
し
い
自
然
と
の
繋
が
り
を

感
じ
る
写
真
展

被
写
体
は
四
季
折
々
で
巡
り
会
う

私たちの写真展は四季折々で巡り会う美しい自
然を主な被写体としています。三輪薫先生のご指
導のもと、従来の写真表現の枠を超えた作品づく
りに積極的に取り組んできました。表現力豊かな
写真展になったと自負しています。ご覧いただき、
ご講評いただけると嬉しく思います。

2014年12月11日（木）～ 12月17日（水）

「キヤノンフォトクラブ
東京第５クラブ展」

平成12年に発足した、本クラブも今年で15周
年を迎えました。門井先生のご指導をいただいて
から早くも３回目の写真展となります。今まで実
施された撮影会の作品も含め、バラエティのある
出展になったと思います。楽しくご覧いただけれ
ば幸いです。

2015年1月22日（木）～ 1月28日（水）

「フォト３Sクラブ写真展」

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
く
街
中
、寒
さ
が
肌
に
染
み
る
季
節
で
す
。

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム
ラ
東
京・
新
宿
で
、

冬
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の
３
つ
の
写
真
展
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

テーマは「私のお気に入り」

柿の種写真展「私のお気に入り」
2014年3月20日（木）～ 3月26日（水）

「柿の種」は柿本完二先生にご指導いただいている写
真同好会です。今回、第１回目の写真展を開催。テー
マを限定せず、「私のお気に入り」を展示しました。
ご来場者の方にも楽しんでいただけたと思います。

「広映会写真展」

原槙春夫先生のご指導の下、気心の知れた仲間
と例会、撮影会を通し、いかに楽しく写真づくり
をしていくか一緒に悩み語ってきました。今回の
写真展で、私たちの作品から自然の繋がりなどを
感じていただければ幸いです。みなさまのご来場、
心よりお待ちしております。

2015年2月26日（木）～ 3月4日（水） フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿の

今後の予定

12
／
11
〜
12
／
17
　
キ
ヤ
ノ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
東
京
第
５
写
真
展

12
／
18
〜
12
／
26
　
第
９
回
キ
タ
ム
ラ
公
募
展

１
／
５
〜
１
／
14
　
キ
タ
ム
ラ
企
画
展

１
／
15
〜
１
／
21
　
日
本
の
祭
り

１
／
22
〜
１
／
28
　
フ
ォ
ト
３
S
ク
ラ
ブ
写
真
展

１
／
29
〜
２
／
４
　
10
周
年
記
念
企
画
展

２
／
５
〜
２
／
11
　
山
口 

高
志
写
真
展

２
／
12
〜
２
／
18
　
三
菱
商
事
写
真
同
好
会2014

年
写
真
展

２
／
26
〜
３
／
４
　
広
映
会
写
真
展

３
／
５
〜
３
／
11
　
花
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ 

和
み 

写
真
展

東京都新宿区新宿1-2-6 御苑花忠ビル１F
☎03-3341-7577 http://kitamura.jp/photogallery/
10:00-18:00（土曜日11:00-17:00）
※写真展最終日は15:00まで 　定休日／日・祝祭日

フォトギャラリーキタムラ
東京・新宿

新宿通り

●
１
出
口

●花屋

新宿御苑

●2出口至新宿
丸ノ内線

至四ッ谷

●ローソン

★

新宿御苑前駅

フォトギャラリーキタムラ
東京・新宿では、ギャラリ
ーをご利用のグループに、
展示した写真や記念写真を
まとめたフォトブックを一
冊プレゼントしています。

フォトブックサービス中

四季の移ろいを楽しむ

第１回　フォトクラブ瞬彩写真展「瞬光明彩」
2014年3月13日（木）～ 3月19日（水）
2010年に創立した「フォトクラブ瞬彩」が、初写真展
を開催。私たちは写真愛好家を中心に結成した会で、
秦達夫先生の指導のもとで、写真技術の向上を図って
きました。四季の自然を楽しめる写真展となりました。

個性溢れる風景や花

風花の会写真展「それぞれの出会い」
2014年3月27日（木）～ 4月2日（水）
小松毅史先生主催の「風花の会」より、創作講座で指
導を受けている女性7人の作品展。風景や花などをテ
ーマに、ひとり5点の作品を展示しました。それぞれ
の個性溢れる写真がそろいました。

あなたの町でも写真展を開催しています→P.42

Thanks for Coming 移りゆく一瞬を記録する
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スマホコース

入選

準特選

「今も この先も」
中島 愛さん

（群馬県北群馬郡）
ソニー SO-04E

「たーっち！」
山田裕子さん

（広島県広島市）
iPhone4s

「立った！！」渋谷裕加さん
（神奈川県藤沢市）

iPhone5

よくぞここにカメラがあったと思わせるスマホ写真

写真で年賀状をつくって、コンテストに応募してみませんか？→P.32

プリントして初めて成立する作品です。子どもは親が撮った自分の写真
を見て、長年愛情深く見守られてきたことを知ることができるのです。
皆さんも、写真をプリントという形にして外に出して、人の目にどんど
ん触れさせてあげてほしいと思います。それを表している最適、最高の
作品。とてもいいお手本だと思います。

審査員：奈良 巧氏
1958年秋田県生まれ。早稲田大学政治経済学部卒業後、小学館勤務。女
性セブン、GORO、TOUCH、SAP10、週刊ポスト、DIME、サライなど
を経て50歳で早期退社。編集部時代に篠山紀信氏、竹内敏信氏、田沼武
能氏、石川梵氏、赤城耕―氏などを担当。現在は雑誌記者、カメラマン、
編集者。季刊『フォトコンライフ』に「奈良巧カメラ」 連馘中。

グランプリ　
「２歳の

お誕生日、
おめでとう！」

木村責光さん
（東京都足立区）

iPhone5

プリントで成立する作品

高橋京子さん(宮城県大崎郡)
iPhone5

「ママ、本当に
だいじょうぶ?！」 中川享子さん（愛知県刈谷市）

iPhone4s

「夕暮れ近し」

特選

「目玉おやじ現る。」
谷口正弘さん

（愛媛県西条市）

「アヒル隊長とれたよ」
山口千鶴さん

（滋賀県甲賀市）

「初夏のダンス」
矢野亜紗美さん

（徳島県鳴門市）

「まだ見ぬ弟へ」
前田竜一さん

（東京都港区）

「森の妖精に出会った」
松村友紀さん

（埼玉県深谷市）

「兄の優しさ」
児嶋明日香さん

（兵庫県高砂市）

「初めての自撮り」
高田夕子さん

（埼玉県川越市）

「ハート♡」
能登谷澄子さん

（石川県金沢市）

「うりふたつ」
澤山茉菜さん

（熊本県熊本市）

「二日酔い」
小川寿美子さん

（栃木県那須烏山市）

「がぶ飲み」
三原直樹さん

（神奈川県川崎市）

「お手あげな宿題」
大道昭慶さん

（三重県四日市市）

「
ボ
ク
は
カ
エ
ル
。

僕
は
帰
る
。（
怖
い
か
ら
）」

大
塚
慎
吾
さ
ん

（
石
川
県
加
賀
市
）

「
ボ
ク
立
ち
向
か
う
。」

黒
田
ち
ひ
ろ
さ
ん

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

「
ペ
ン
ギ
ン
」

井
上
眞
一
さ
ん

（
千
葉
県
柏
市
）

「
何
が
見
え
る
か
な
？
」

新
村
敦
美
さ
ん

（
静
岡
県
焼
津
市
）

「
父
ち
ゃ
ん
、
見
て
！
！
」

古
谷
和
之
さ
ん

（
北
海
道
函
館
市
）

「
３
匹
並
ん
で
あ
っ
た
か
い
ニ
ャ
ン
」

篠
崎
幸
夫
さ
ん

（
栃
木
県
栃
木
市
）

「
ど
す
こ
い
」

大
井
幸
恵
さ
ん

（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

「
ふ
た
ご
地
蔵
」　

米
澤
貴
子
さ
ん

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
そ
こ
は
ス
ポ
ン
ジ
」

松
本
奈
津
美
さ
ん

（
山
口
県
光
市
）

「
マ
マ
に
特
別
な『
満
面
の
笑
み
』」

松
浦
奈
緒
美
さ
ん

（
長
崎
県
長
崎
市
）

「
笑
顔
の
花
が
咲
く
」

石
関
妃
佐
子
さ
ん

（
東
京
都
福
生
市
）

「
銀
河
号
」

金
城
佳
一
さ
ん

（
大
阪
府
堺
市
）

「
立
川
談
志
」

杉
原
ま
ゆ
み
さ
ん

（
宮
城
県
名
取
市
）

「
虹
を
つ
か
み
に
」

神
谷
功
一
さ
ん

（
埼
玉
県
三
郷
市
）

「
生
え
変
わ
り
」

兵
永
純
一
さ
ん

（
静
岡
県
浜
松
市
）

「
松
島
へ
よ
う
こ
そ
」

及
川
結
実
さ
ん

（
宮
城
県
宮
城
郡
）

「
人
生
の
旅
に
出
る
」

小
松
絵
理
さ
ん

（
高
知
県
土
佐
市
）

「
絆
」

松
本
玲
子
さ
ん

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
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